
まえがき＝臭いに関する問題は，工場などにおける排ガ
ス処理対策の進展とともに沈静化の方向にあったが，環
境省の調査結果にも現れているように1），再び顕在化の

と共同で，触e̊者
が弱いときに吸着した臭気成分を脱着させて，吸着剤の
再生を図るものである。こうしたメカニズムにより，吸
着剤の交換寿命を大幅に長期化させることを目指した。
　また，厨房排気中の油分の付着による吸着剤の劣化に
対しては，本開発では，常温酸化触媒を混合することに
より付着した油分を揮発成分に酸化分解させ，フィルタ
を再生する方法を検討した。

2．実験方法

2.1　脱臭フィルタの作製

　高風量の排気に対して用いられるため，フィルタは表
面積が大きく，圧力損失が低いハニカム形状を採用した。
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プロピオンアルデヒド除去率の経時変化で，脱着時の結
果は省略している。
　3サイクル程度までは除去率が徐々に低下したが，そ
の後はほぼ一定の除去率を示すようになった。2時間吸
着後の除去率は初期の40％程度に低下するが，2 時間の
空気再生により80％回復し，吸脱着を繰返しても安定し
た除去性能を示すことが示された。
2）付着油分の分解特性
　サラダ油をしみ込ませたハニカムフィルタから発生す
る揮発性有機物を分析した結果，アルデヒド類を中心と
した有機化合物が多数検出され，フィルタに付着したサ
ラダ油が分解されていることを確認した。
　分解生成物の代表としてプロピオンアルデヒドの発生
量の経時変化を図2に示す。触媒成分を含まないフィル
タでは有機化合物の発生は認められなかったが，触媒を
混合したフィルタでは 6カ月後も継続して発生した。
　分解生成物が排気臭に及ぼす影響を推定するため，発
生するプロピオンアルデヒドの量を標準的な使用条件で
あるSV（15 000～20 000/h）を用いて平均濃度に換算し
た。その結果，平均濃度は 1× 10－4ppmオーダで，これ

は臭気強度 1程度の臭気レベル（やっと感知できるにお
い）に相当する。従って，油分分解物の排気臭気への寄
与は小さいと考えられる。
　以上のように，模擬物質などを用いたラボ試験によっ
て，アルデヒドの吸脱着や付着した油分の分解を確認し
た。
3.2　実排ガスを用いたフィルタ性能評価

1）ミニカラム試験
　食堂厨房排気を用いたミニカラム試験における臭気セ
ンサ値の経時変化を図 3に示す。
　調理時の入口臭気が強いときにはフィルタ通過後はセ
ンサ値が低くなり，非調理時で臭気が低いときには逆に
出口の方が高くなるという現象が認められた。
　臭気のピーク時のフィルタ前後のセンサ値から算出し
た脱臭効率の経時変化を，活性炭フィルタと比較して示
したのが図4である。活性炭フィルタは初期には良好な
性能を示したが，3 カ月程度で劣化した。一方，開発フ
ィルタは，初期に20ポイント程度除去率が低下するが，
その後は一定の性能を維持することが示された。
2）実フィルタ試験
　とんかつ店，ドーナッツ店における脱臭試験における
脱臭効率の経時変化を図 5に示す。1年以上にわたって
脱臭性能が維持されることが示された。
　とんかつ店における試験装置の内部を見ると，フィル
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分が付着していることが確認された。こうした油分の付
着は，脱臭性能低下の大きな要因になることが予想され
た。
　各段ごとの平均付着有機物量の経時変化を


